
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和２年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の向上 ○学びの基礎診断テストの平均ＧＴＺ（学習到達ゾーン）が、
昨年よりも向上した生徒の割合を25％以上とする。

・９月を学力定着強化月間とし、国語・英語・数学の15分間の
指導を毎日実施する。

Ａ

・目標はほぼ達成でき、特に１，2年生は伸びがみられた。2年
間の学力向上月間の取り組みや、診断テストのデータを活か
し今後の学力向上に繋げていきたい。 Ａ

・基礎学力を完全にマスターさせてもらいたいものです。かけ
算、九九すら知らない生徒もいると思います。
・15分間学習の継続は良いことだと思います。
・先生方が熱心に指導されていることが分かりました。

○キャリア教育の充実 ○年度内に卒業予定者全員の進学先及び就職先を決定（内
定）する。

〇進路意識向上に資する講演や説明会等を各学期に２回以
上開催する。

・担任や生徒や保護者との情報共有を密に行い、各生徒の進
路目標に応じた情報収集と情報提供を行う。
・本校卒業生や学校関係者、ハローワーク等などと連携し、
生徒が身近に実感できる講演、説明会を実施する。 Ａ

・就職希望者については５名全員合格（内定）、進学希望者も
１名は決定し、１名が一般入試を受験中である。
・進路関係の講演会や説明会については計画通りに実施でき
た。アンケート結果からも概ね目的を達成できたと考えられ
る。
・必要な進路情報については、随時各担任に提供できてい
る。

Ａ

・コロナ禍に、就職や進学に実績を残せていると思います。
・卒業生による講演会はとても良いことだと思われます。

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社
会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○他者を思いやることの大事さに気づく生徒80％以上とす
る。

・スクールカウンセラーによる心の授業や、各種講演会を通し
て、思いやりの心を持つことの大切さを伝える。

Ａ

・スクールカウンセラーによる心の授業を実施できた。各種講
演会を通じて、感想の中で、自分の行動を見直し、他者を思
いやることの大切さに気づいた生徒が80％であった。 Ａ

・スクールカウンセラーとの連携がとれており、生徒にしっかりと
向き合われているように思いました。今後もさら進めてもらいた
い。

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめ防止等について組織的対応ができていると回答した
教員90％以上とする。

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを作成・見直し
を行う。
・いじめの対応についての研修・会議（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）を年間に２回以上行
う。 Ａ

・2回目の「いじめに関するアンケート」は１２月に実施。生徒
指導措置（覚知・認知）の件数は0件。3回目となるアンケート
を２月に計画中。
・今年度は新型コロナ感染症による「コロナいじめ」について
も、集会時に注意、理解を呼び掛けた。11月に「ネットいじめ
に関する講習会」を行い、SNSによるいじめやトラブルを未然
に防ぐための心構えや対処法を周知することができた。

Ａ

・いじめ防止の十分な対応ができていると思います。

○ルール・マナー、規範意識の醸成 ○ルールやマナーの遵守など、規範意識が高まったと考える
生徒70％以上とする。

・服装検査を年間４回行う。
・自己チェックアンケート年間３回行う。
・挨拶や入室指導の徹底、歩きスマホの危険性を伝え、全職
員で一貫した指導を行う。

Ａ

・服装検査で指導された生徒は、再検査で全員改善した。し
かし指導されなければ、改善することはなく、身なりへの意識
の向上が必要。
・生徒自ら挨拶できるようになり、入室時のマナーも向上。学
校の雰囲気が良くなった。一部、「歩きスマホ」を行う生徒がい
るため、繰り返し指導が必要。10月に2回目の「自己チェックア
ンケート」を実施し、5月より「歩きスマホをしない」という生徒
が10％増加し意識が向上した。

Ａ

・生徒たちにしっかりと社会のルールやマナーを伝えて欲しいと
思います。
・服装検査を生徒同士で実施してみるのもいいのではないで
しょうか。相手がどう感じるのかを知るのも勉強だと思います。

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ●「健康に食事は大切である」と考える生徒80％以上とする。
○毎日朝食をとる生徒50％以上、給食の喫食率85％以上と
する。

・ホームルーム活動等で、給食を題材とした指導や食育講話
を実施する。
・「給食だより」「保健だより」、掲示物を活用し情報提供する。
・担任と連携し、生徒の食習慣や生活習慣を把握する。
・学校医、保護者、関係機関と連携し、健康教育や保健指導
を実施する。

Ｂ

・1年生対象の歯科講話を11月に、全校生徒対象の食育講話
を1月に実施し、「ていねいな歯みがきを心がけたい」「みそ作
りは手間暇がかかって大変だったが楽しかった」などの感想
が得られた。
・給食喫食率は、85.4%だった。8月に実施した健康アンケート
から、1日3食とった生徒は90％、朝食をとっていた生徒は
57％だった。
・「給食だより」「保健だより」の発行を随時おこなった。

Ａ

・食育は若年層にこそ必要だと思います。食習慣は、一生の生
活に関わること。今、家庭での教育が、多忙なことや出来あい
の物が簡単に手に入ること等から難しくなっている。学校に期
待します。
・給食の喫食率の高さは自慢していいと思います。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守
する。

・校内LANでの情報共有化や新システムの機能を活用し、業
務の効率化を図る。
・職員会議や分掌会議の時間を設定し、会議の効率化を図
る。
・学校閉庁日を設定する。
・有給休暇の取得を推進する。

Ｂ

・情報伝達やデータの受渡し等、新システムの機能が積極的
に活用され、業務の効率化が進んだ。
・会議の日程を定例化し効率化が図られた。進行面で、資料
を事前配付し説明は最小限にするなど、改善の余地が見られ
た。
・一人当たりの時間外勤務時間月平均が11:45時間で、前年
比7:00時間減となった。また、有給休暇の取得を推進した結
果、殆どの職員で取得日が前年比増となった。

Ｂ

・管理職の先生方が、率先して休暇取得して示すことが大切だ
と思います。
・先生方の「元気」が生徒たちに伝わると思います。時間外勤務
削減、休暇取得を更に進めるべきだと思います。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校生活への意欲向上 ◎佐賀を誇りに思う教育充実 ○講演会実施後のアンケートで「佐賀県に誇りや愛着を感じ
る・どちらかというと感じる」と回答する生徒数を80％以上とす
る。

・本校職員による海を舞台に活躍した郷土の人々についての
講演と、歴史寸劇を交えた郷土の偉人たちについての講演の
２回を実施する。 Ａ

・1/20に本校職員による佐賀の海を舞台に活躍した人々につ
いての講演を行った。実施後の卒業予定者へのアンケートで
は全員が佐賀県には誇れることがあると思うと回答し、7名中
6名が佐賀県に誇りや愛着を感じる・どちらかというと感じると
回答した。

Ａ

・ふるさとへの誇りを持つことは、長い社会人生活を送っていく
上でプラスになると思います。
・郷土愛を育むことは大変難しいことですね。外から佐賀を見た
ことがある人や外国の方など、色々な立場の人の話を聞くのも
いいかもしれません。

○生徒会活動の充実 ○生徒会活動での計画準備、役割分担を行い、学校行事の
充実を図る。
○校外ボランティア活動を年間２回以上実施する。

・生徒会活動の実施計画や運営方法を確認、再検討する。
（特に体育祭、クラスマッチ、３年生を送る会）
・生徒会を中心に校外清掃、献血や募金活動の校外ボラン
ティア活動を行う。 Ａ

・4～8月は部活動の行事や大会が中止になったが、9月から
は生徒会を中心とした学校行事を充実させることができた。ク
ラスマッチや今年度初めて行った募金活動や献血活動も実
施した。週1回、生徒会ミーテングで行事の企画を練り、計画
的に準備や活動を行うことができた。

Ａ

・コロナ禍で大変な中、工夫されていると思いました。
・全日制と定時制がコラボレーションした行事等が増えるといい
と思います。

○資格取得の奨励 ○検定取得に対する意欲を高め、検定の合格率80％とする。 ・商業に関する科目を選択している生徒に対して検定取得へ
の挑戦を促し、検定合格のための支援を充実させる。

Ｂ

・検定試験の合格率は後期が６７％で年間では６４％であっ
た。後期実施分では合格率が１００％のものも２つあったが、
一方で３０％程度のものもあるなど、ばらつきがあった。今後
は、生徒の検定試験に対する意識をさらに高めるよう指導を
工夫・改善し、合格率の向上に努めたい。

Ａ

・色々な資格に取り組まれていることが分かりました。挑戦する
生徒が増えたことは素晴らしいことだと思います。
・合格率はまずまずだと思います。難しい検定試験にチャレンジ
できていることに意義があると思います。

○特別支援の充実 ○教職員の専門性の向上と共通理解の深化 ○共通理解が図れた、資質が向上したと感じる職員90％以
上とする。　　　　　　　　　　　　　　　　○教育相談部会月２回以
上実施する。

・毎月の生徒情報交換会を充実させる。
・部会での情報交換及び共有を充実させる。
・全職員で生徒の情報共有ができるようファイルを作る。

Ａ

・毎月の生徒情報交換会を充実させることができた。担任か
らの報告だけでなくそれそれの生徒に焦点をあて活発な意見
交換ができた。
・教育相談部会は１月までで３０回と目標以上の回数できた。
些細な気づきでも共有するようにした。
・１年生についてファイルの形にしている。ファイルの仕方につ
いては今後の検討が必要。

Ａ

・情報交換が良く出来ていると思いました。引き続き、職員間の
連携を密にし、生徒たちを見守って欲しいと思います。
・中学校に登校できない子が増えていると聞きました。子どもに
は色々な選択肢があった方が良いと思います。今後、定時制や
通信制高校のますます重要になると思います。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

学校名 佐賀県立佐賀商業高等学校　定時制課程

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

３　本年度の重点目標

重点取組
具体的取組

最終評価

・基礎学力の定着とキャリア教育の推進　　・学校の魅力づくりと情報発信の強化
・規範意識の向上と社会性の育成　  　　   ・学校生活への意欲を喚起する教育活動の充実

○一人一人の進路希望実現へ向けてのキャリア教育の充実　　　　　　　　○社会性を高める取り組みの充実

○個別支援の必要な生徒への対応の充実　　　　　　　　　　　　　　　　○新学習指導要領移行へ向けて、移行措置の完全実施と研究活動の充実

グローバル経済社会、高度情報社会で活躍するために必要な学力と知識技能を習得させ、社会で必要なマナーやモラルを身につけさせるとともに、何事も自ら考え行動できる生徒育成を目指す。

①個々の進路実現へ向けた基礎学力の向上とキャリア教育の充実　　　   ②社会規範やモラルを遵守し、他人を思いやる豊かな心の育成

③授業及び行事の充実を図り、学校生活への意識・意欲を高める　　　　④個別支援が必要な生徒への対応の充実

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

５　総合評価・

　　次年度への展望


